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められていなかった免疫担当細胞や、歯根膜細胞を用いた in vitro 研究、マウス実験的歯周
炎モデルを用いた in vivo 研究を通して試みました。タバコの煙主成分であるニコチンを研
究試料として選び、ニコチン存在下で樹状細胞・マクロファージとも免疫応答を Th2 優位
に偏向させ、少なくとも樹状細胞に関してはニコチン受容体を介した分化を経て Th2 型免
疫応答を誘導すること、また歯根膜細胞において硬組織形成能を減弱させること、ニコチン
を全身投与したマウス実験的歯周病モデルでは、顎下リンパ節における RANKL の発現上
昇とともに歯槽骨の吸収が亢進するデータ等をお示しする予定です。 
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